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第
百
二
十
三 

  
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書 

   
 
 
 
 

一 
  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
／
情
報
産
業
の
揺
籃
期
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り

得
る
文
献
の
う
ち
、
わ
た
し
た
ち
が
比
較
的
簡
易
に
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書
』
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

こ
の
白
書
は
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
）
十
一
月
に
、
社
団
法
人

日
本
電
子
計
算
機
開
発
協
会
か
ら
初
め
て
発
行
さ
れ
、
八
七
年
に
タ

イ
ト
ル
を
『
情
報
化
白
書
』
と
改
め
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
／
情
報
産

業
の
発
展
に
伴
っ
て
、
以
後
、『
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
白
書
』（
財
団
法
人

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
振
興
セ
ン
タ
ー
）
や
『
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
白
書
』

（
社
団
法
人
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
）
と
い
っ
た
書
籍
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書
』
に
倣
っ
て
い
る
。 

 

発
行
元
は
六
九
年
に
社
団
法
人
日
本
経
営
情
報
開
発
協
会
に
移
り
、

次
い
で
七
六
年
に
社
団
法
人
日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
に
移
行
し
た
。

こ
う
書
く
と
発
行
元
が
ク
ル
ク
ル
変
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

際
は
同
じ
組
織
が
名
称
を
変
え
た
だ
け
な
の
だ
。 

 

内
容
は
、
年
度
ご
と
の
情
報
化
施
策
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
置
台
数
、

産
業
別
情
報
化
投
資
額
、
利
用
技
術
の
動
向
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
課
題
な

ど
を
ま
と
め
て
い
る
。
六
七
年
度
版
か
ら
巻
ご
と
に
メ
イ
ン
テ
ー
マ

を
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

発
行
元
で
あ
る
日
本
電
子
計
算
機
開
発
協
会
は
一
九
六
五
年
五
月

二
十
七
日
、
国
内
の
有
力
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ユ
ー
ザ
ー
企
業
と
主

要
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
、
関
連
団
体
な
ど
が
参
加
し
て
発

足
し
た
。
そ
の
設
立
に
際
し
て
は
産
経
新
聞
の
若
手
記
者
だ
っ
た
河

端
照
孝
が
奔
走
し
、
通
産
省
の
電
子
工
業
課
長
だ
っ
た
戸
谷
深
造
が

設
立
に
ゴ
ー
・
サ
イ
ン
を
出
し
た
。 

 

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
世

界
万
国
博
覧
会
に
移
動
特
派
員
と
し
て
取
材
に
行
っ
た
の
で
す
」 

 

と
河
端
は
言
う
。 

 

同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
を
訪
問

し
た
。
こ
の
と
き
、
富
士
通
の
小
林
大
祐
か
ら
提
携
交
渉
を
打
診
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
預
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
書
い
た
。 

 

「
ア
メ
リ
カ
の
実
情
を
つ
ぶ
さ
に
見
ま
し
て
ね
、
日
本
に
も
ユ
ー

ザ
ー
を
交
え
た
団
体
が
必
要
だ
な
、
と
痛
感
し
た
の
で
す
。
そ
れ
と
、

ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
の
情
報
誌
。
メ
ー
カ
ー
が
出
す
情
報
は
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
し
、
開
発
の
現
場
と
利
用
者
の
要
求
が
、
ど
う
も
乖
離
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
わ
け
で
す
」 

 

そ
こ
で
河
端
は
帰
国
後
、
ユ
ー
ザ
ー
団
体
の
設
立
と
情
報
誌
の
創

刊
、
大
規
模
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
必
要
性
を
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提
言
書
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
。 

 
「
恐
れ
を
知
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
ね
」 

 

提
言
書
を
産
経
新
聞
の
社
長
・
稲
葉
秀
三
あ
て
に
提
出
し
た
。
そ

れ
が
稲
葉
の
目
に
止
ま
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
、
東
洋
一
の
電
波
塔
の

建
設
を
提
案
し
た
松
尾
三
郎
と
鹿
内
信
隆
の
関
係
と
似
て
い
る
。 

稲
葉
秀
三
は
こ
の
と
き
五
十
八
歳
だ
っ
た
。 

 

京
都
府
出
身
、
三
一
年
京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
、
東
京

帝
大
経
済
学
部
に
入
り
直
し
た
と
い
う
変
り
種
で
あ
る
。
戦
前
、
賀

川
夏
彦
な
ど
が
創
設
し
た
協
調
会
を
経
て
、
終
戦
後
は
片
山
哲
内
閣

で
経
済
安
定
本
部
（
安
本
）
官
房
次
官
に
就
任
し
た
。 

 

都
留
重
人
、
山
本
高
行
と
並
ん
で
「
安
本
三
羽
烏
」
と
称
さ
れ
、

経
済
復
興
計
画
の
策
定
と
推
進
に
尽
力
し
た
。
六
一
年
、
産
経
新
聞

に
取
締
役
と
し
て
招
か
れ
、
水
野
成
夫
の
あ
と
を
受
け
て
社
長
に
就

任
し
て
い
た
。 

 

こ
の
当
時
、
産
経
新
聞
社
は
産
業
界
で
い
ま
以
上
に
重
き
を
成
し

て
い
た
。
日
本
経
済
新
聞
社
は
証
券
取
引
を
中
心
と
す
る
媒
体
か
ら

総
合
経
済
紙
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
最
中
で
、
産
業
界
や
財
界
へ

の
発
言
力
、
影
響
力
は
産
経
新
聞
の
方
が
強
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。 

 

た
だ
し
「
マ
ス
コ
ミ
三
冠
王
」
の
異
名
を
取
っ
た
水
野
成
夫
が
プ

ロ
野
球
の
国
鉄
ス
ワ
ロ
ー
ズ
を
買
収
し
て
「
サ
ン
ケ
イ
・
ス
ワ
ロ
ー

ズ
」
の
経
営
に
乗
り
出
し
、
稲
葉
が
社
長
を
退
い
た
の
ち
フ
ジ
テ
レ

ビ
と
の
関
係
を
強
く
し
た
前
後
か
ら
、
産
業
紙
と
し
て
の
性
格
が
薄

ま
っ
た
。 

 

と
も
あ
れ
稲
葉
は
、
そ
う
し
た
経
歴
を
通
じ
て
産
業
界
や
財
界
に

広
い
人
脈
を
持
っ
て
い
た
。
河
端
を
呼
び
出
し
、
通
産
省
の
意
向
を

打
診
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
河
端
は
す
で
に
戸
谷
深
造
に
そ
の

話
を
し
て
あ
っ
た
し
、
戸
谷
が
前
向
き
な
意
向
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
た
の
で
、
稲
葉
は
経
団
連
に
懸
案
を
持
ち
込
ん
だ
。 

  
 
 
 
 

二 
  

折
か
ら
、
貿
易
自
由
化
に
向
け
て
、
産
業
界
は
意
見
が
真
っ
二
つ

に
分
か
れ
て
い
た
。 

 

輸
出
入
に
依
存
す
る
度
合
い
が
強
い
電
力
、
石
油
化
学
、
電
機
、

鉄
鋼
、
繊
維
な
ど
は
自
由
化
推
進
を
支
持
し
、
国
際
競
争
力
の
弱
い

農
業
、
林
業
、
水
産
業
お
よ
び
、
自
動
車
、
運
輸
、
建
設
な
ど
は
消

極
的
だ
っ
た
。 

 
経
団
連
会
長
の
職
に
あ
っ
た
石
坂
泰
三
は
、
自
由
化
支
持
の
頭
目

的
存
在
で
、 

 
「
反
対
を
唱
え
る
の
は
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
を
着
て
乳
母
車
に
乗

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
」 

 

と
評
し
て
顰
蹙
を
買
っ
た
り
し
た
。 
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た
だ
、
闇
雲
な
自
由
化
論
者
で
は
な
か
っ
た
。 

 
「
国
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
は
、
必
ず
や
日
本
の
重
要
産
業
に

成
長
す
る
。
か
つ
、
全
産
業
の
国
際
競
争
力
を
強
く
す
る
技
術
集
約

型
産
業
で
あ
る
。
い
ま
、
完
全
自
由
化
の
波
に
洗
わ
れ
た
ら
、
足
下

か
ら
崩
れ
る
」 

 

と
い
う
稲
葉
の
主
張
に
耳
を
傾
け
た
。
と
い
っ
て
、
自
由
化
推
進

論
者
の
石
坂
が
保
護
政
策
に
加
担
し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
る
の
は

ま
ず
い
。 

 

そ
こ
で
腹
心
の
植
村
甲
牛
朗
が
財
界
代
表
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

植
村
甲
午
郎
は
発
起
人
の
な
か
で
最
年
長
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
七

十
一
歳
で
あ
る
。 

 

一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
）
東
京
に
生
ま
れ
、
一
九
一
八
年
東

京
帝
国
大
学
の
政
治
学
部
を
出
た
。
農
林
商
務
省
に
入
り
四
〇
年
企

画
院
次
長
。
終
戦
と
と
も
に
公
職
追
放
と
な
っ
た
が
五
二
年
に
経
済

団
体
連
合
会
の
事
務
局
長
兼
副
会
長
と
し
て
復
帰
し
、
会
長
の
石
坂

泰
三
と
名
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
。 

 

三
四
石
炭
社
長
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
社
長
、
日
本
航
空
社
長
な
ど
を

歴
任
し
、
の
ち
石
坂
の
あ
と
を
受
け
て
六
八
年
経
団
連
会
長
と
な
っ

た
。
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
石
炭
業
の
整
理
や
鉄
鋼
再
編
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
、
日
米
繊
維
交
渉
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
七
八
年

八
月
に
八
十
三
歳
で
没
し
た
。 

 

通
産
省
で
は
戸
谷
深
造
が
局
長
・
川
出
千
速
、
事
務
次
官
・
佐
橋

滋
を
動
か
し
、
日
本
開
発
銀
行
（
の
ち
日
本
政
策
投
資
銀
行
）
総
裁

の
要
職
に
あ
っ
た
平
田
敬
一
郎
が
、
発
起
人
に
加
わ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。 

 

平
田
は
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
生
ま
れ
、
長
崎
県
出
身
で
、

三
一
年
東
京
帝
国
大
学
の
法
学
部
を
卒
業
し
て
大
蔵
省
に
入
っ
た
。

戦
後
、
四
七
年
に
三
十
九
歳
で
主
税
局
長
に
抜
擢
さ
れ
、
五
二
年
に

国
税
庁
長
官
と
な
っ
た
。
五
五
年
大
蔵
省
事
務
次
官
を
経
て
五
七
年

日
本
開
発
銀
行
に
移
り
六
三
年
総
裁
。 

 

こ
れ
よ
り
の
ち
の
こ
と
だ
が
、
平
田
は
六
七
年
に
国
土
総
合
開
発

審
議
会
会
長
に
就
任
し
「
新
全
国
総
合
開
発
」（
新
全
総
）
計
画
を

策
定
し
、
七
二
年
に
は
田
中
角
栄
が
提
唱
し
た
「
日
本
列
島
改
造
論
」

の
具
体
化
第
一
号
で
あ
る
「
工
業
再
配
置
・
産
炭
地
域
振
興
公
団
」

総
裁
、
七
四
年
に
は
「
地
域
振
興
整
備
公
団
」
総
裁
な
ど
を
務
め
て

い
る
。 

 

こ
う
し
て
河
端
案
は
政
策
的
課
題
と
し
て
具
体
化
に
向
け
て
動
き

出
し
た
。 

  
や
や
話
が
逸
れ
た
の
で
本
題
に
戻
す
。 

 
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書
』
に
設
け
ら
れ
た
六
七
年
か
ら
十
年
分
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
を
眺
め
る
だ
け
で
、
情

報
化
の
経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
本
書
の
今
後
の
展
開
を
予
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告
す
る
こ
と
に
も
な
る
。 

  
・
六
七
年
：
情
報
革
命
下
の
電
算
経
営 

 

・
六
八
年
：
Ｍ
Ｉ
Ｓ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
新 

 
 

動
向 

 

・
六
九
年
：
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

 
 

形
成 

 

・
七
〇
年
：
情
報
選
択
時
代
へ
の
展
望 

 

・
七
一
年
：
情
報
価
値
の
確
立
を
め
ざ
し
て
七
二
年
社
会
情
報
シ 

 
 

ス
テ
ム
へ
の
前
進 

 

・
七
三
年
：
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
し
て 

 

・
七
四
年
：
資
源
の
最
適
利
用
の
た
め
に 

 

・
七
五
年
：
望
ま
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
パ
ワ
ー
の
形
成 

 

・
七
六
年
：
情
報
に
社
会
哲
学
を 

  

そ
の
第
一
号
（
一
九
六
七
年
版
）
は
「
情
報
革
命
下
の
電
算
経
営
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
編
集
さ
れ
、
そ
の
中
で
当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

産
業
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

  

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
の
わ
が
国
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業

の
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
産
業
と
し
て
の
基
盤
が
一
応
形

成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
年
に
引
続
き
、
六

六
年
一
〜
六
月
に
お
い
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
全
供
給
額
に
占
め
る

国
産
機
の
割
合
が
五
一
％
と
、
わ
ず
か
な
が
ら
、
輸
入
機
を
オ
ー
バ

ー
し
て
着
実
な
発
展
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。 

現
在
、
ア
メ
リ
カ
は
別
格
と
し
、
先
進
諸
国
に
お
い
て
国
産
機
の
生

産
額
が
輸
入
額
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
の
は
、
わ
が
国
を
の
ぞ
い
て

イ
ギ
リ
ス
一
国
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
わ
が
国
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
産
業
が
い
ま
や
漸
く
揺
藍
期
を
脱
し
、
成
長
産
業
と
し
て
の

将
来
性
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
わ
が
国
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
の
国
際
競
争
力
は
ま
だ
十
分

と
は
い
え
ず
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
面
で
は
ア
メ
リ
カ
と
の
技
術
的
ギ
ャ

ッ
プ
を
か
な
り
縮
小
し
た
と
は
い
え
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
価
格
面
な

ど
で
ま
だ
完
全
に
競
争
し
得
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
こ
れ
ら
の
点
を
早
急
に
克
服
す
る
こ
と
が
資
本
自
由
化
を
目
前
に

控
え
た
わ
が
国
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
業
の
最
大
の
課
題
で
あ
ろ
う
。 

  

こ
こ
で
も
「
資
本
自
由
化
」
が
最
大
の
課
題
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
本
腰
を
入
れ
て
に
日
本
市

場
の
開
放
を
求
め
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
八
月
に
合
意
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ

社
基
本
特
許
問
題
も
そ
の
一
環
だ
っ
た
。 

 
通
産
省
は
輸
入
の
自
由
化
（
関
税
撤
廃
）
や
資
本
の
自
由
化
は
避

け
て
通
れ
な
い
こ
と
を
予
測
し
、
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
有
力
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
が
直
接
、
日
本
に
乗
り
込
ん
で
く
る
前
に
、
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国
産
メ
ー
カ
ー
に
十
分
な
体
力
を
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
た
。 

 
こ
の
と
き
、
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
が
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
に

違
い
な
い
。 

 

ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
違
っ
て
、
不
思
議
な
こ
と
に

一
〇
〇
％
子
会
社
を
日
本
に
設
立
す
る
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
か
ら
技
術
を
移
転
し
つ
つ
国
産
メ
ー
カ
ー
を
育
成
し
、
も
っ

て
市
場
開
放
に
備
え
る
と
い
う
政
策
的
戦
術
を
、
通
産
省
は
基
本
と

し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

当
時
の
国
内
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
年
間
供
給
額
を
見
る
と
、

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
）
は
わ
ず
か
五
十
九
億
円
で
あ
り
、
国

内
電
子
工
業
の
総
売
上
高
に
占
め
る
割
合
は
一
・
五
％
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
翌
六
一
年
に
は
、
演
算
回
路
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
全
面
的
に

採
用
し
た
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
、
総

供
給
額
は
二
・
二
倍
強
の
百
三
十
一
億
円
に
急
増
し
た
。 

 

以
後
、
六
二
年
は
二
百
二
十
六
億
円
（
前
年
比
七
二
・
五
％
増
）、

六
三
年
は
三
百
八
十
四
億
円
（
同
六
九
・
九
％
増
）、
六
四
年
は
四

百
九
十
六
億
円
（
同
二
九
・
二
％
増
）、
六
五
年
は
五
百
四
十
億
円

（
同
八
・
九
％
増
）
と
順
調
に
市
場
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。 

 

こ
の
う
ち
国
産
機
は
、
六
〇
年
に
二
十
億
円
、
六
一
年
は
三
十
八

億
円
（
前
年
比
一
・
九
倍
）、
六
二
年
は
八
十
億
円
（
同
二
・
一
倍
）、

六
三
年
は
百
六
十
八
億
円
（
同
二
・
一
倍
）
と
倍
々
ゲ
ー
ム
を
続
け
、

六
四
年
に
は
二
百
二
十
四
億
円
（
三
三
・
三
％
増
）
で
全
体
の
四

五
・
二
％
弱
を
占
め
る
に
い
た
り
、
六
五
年
に
は
三
百
十
五
億
円

（
同
四
〇
・
六
％
増
）、
構
成
比
五
八
・
三
％
で
遂
に
輸
入
機
を
上

回
っ
た
。 

 

国
内
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
設
置
台
数
は
六
五
年
三
月
末
に

一
千
四
百
五
十
五
台
だ
っ
た
が
、
六
五
年
に
は
二
千
台
、
六
七
年
に

は
二
千
六
百
台
、
六
八
年
に
は
三
千
五
百
台
に
増
加
し
て
い
る
。 

 

こ
の
な
か
で
国
産
機
が
半
数
以
上
を
占
め
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん

「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
２
」
や
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
１
０
」
の
よ

う
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
マ
シ
ン
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
通

産
省
や
大
蔵
省
に
よ
る
保
護
政
策
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

一
九
六
五
年
の
春
に
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
数
学
科
を
卒
業
し
て

兼
松
に
入
社
し
た
小
沼
茂
昭
の
証
言
が
あ
る
。 

 

「
最
初
か
ら
電
算
部
門
、
当
時
の
名
称
は
事
務
合
理
化
室
に
配
属

さ
れ
ま
し
て
ね
。
兼
松
は
大
阪
に
本
社
が
あ
っ
て
、
東
京
か
ら
大
阪

に
引
っ
越
し
た
ん
で
す
が
、
入
社
式
の
翌
日
か
ら
別
枠
研
修
と
い
う

こ
と
で
、
た
っ
た
一
人
、
東
京
の
千
鳥
町
に
あ
っ
た
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

研
修
所
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
か
月
の
間
、
千
鳥
町
に
カ

ン
ヅ
メ
に
な
っ
て
技
術
教
育
を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
大
阪
の
寮
に
や
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っ
と
入
れ
た
ん
で
す
」 

 
と
い
う
。 

 
小
沼
は
の
ち
、
兼
松
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
長
、
日
本
オ
フ
ィ
ス
シ

ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
東
京
営
業
所
長
、
兼
松
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
）
取
締
役
を
経
て
独
立
、
の
ち
Ｍ
Ｓ
Ｋ
Ｋ
グ
ル
ー
プ

の
シ
ス
テ
ム
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
た
。 

 

「
六
七
年
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
か
ら
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
に
移
行

し
た
と
き
で
す
ね
。
ま
ず
通
産
省
に
輸
入
の
許
可
を
申
請
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
、
最
終
的
に
ア
メ
リ
カ
に
お
金
が
渡
る
の
で
、

大
蔵
省
に
外
貨
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
手
続
き
が
面

倒
な
う
え
に
、
お
役
所
は
国
産
機
で
は
な
い
と
な
ら
な
い
理
由
を
述

べ
よ
、
と
い
う
わ
け
で
す
」 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
は
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
概
念
を
継
承
し
た
、
六
ビ
ッ
ト
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
マ
シ
ン
で
あ
る
。
対
し
て
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
は

オ
ー
ル
Ｉ
Ｃ
の
八
ビ
ッ
ト
マ
シ
ン
で
、
互
換
性
は
全
く
な
か
っ
た
。

互
換
性
と
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
デ
ー
タ
の
継

続
性
を
い
う
。 

 

「
だ
か
ら
、
既
存
の
資
産
が
使
え
る
と
か
使
え
な
い
と
い
う
理
由

で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
を
輸
入
す
る
理
由
に
は
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
人
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て

く
れ
ま
し
て
ね
、
結
局
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
、
と
い
う
こ
と
に
し
た
」 

 

国
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ス
テ
ム
に
Ｉ

Ｂ
Ｍ
機
を
採
用
し
た
手
前
、
こ
れ
に
は
通
産
省
も
大
蔵
省
も
異
論
を

唱
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
な
ら
Ｉ
Ｂ
Ｍ
。 

 

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
て
、
そ
れ
に
異
論
を

唱
え
る
に
は
よ
ほ
ど
技
術
に
詳
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
時
代
の
こ
と
を
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
椎
名
武
雄
は
日
本
経
済
新

聞
に
連
載
し
た
「
私
の
履
歴
書
」
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

  

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
六
〇
年
代
に
は
世
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
の
七
割
を

押
さ
え
て
い
た
。
そ
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
満
を
持
し
て
六
四
年
四
月
、「
シ

ス
テ
ム
／
３
６
０
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
発
表
は
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
日
本
を
は
じ
め
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
。 

 

だ
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
に
踏
み
込
む
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
前
に

大
き
な
壁
が
た
ち
は
だ
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
育
成
の
旗
を
振
る
通
産
省
で
あ
る
。 

  
椎
名
は
当
時
、
常
務
の
職
に
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
ア
メ
リ
カ

Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
社
と
日
本
の
通
産
省
や
国
産
メ
ー
カ
ー
と
の
仲
介
役
を
果

た
し
て
い
た
。
外
資
系
企
業
に
勤
め
な
が
ら
、
終
始
、
日
本
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
の
発
展
を
考

え
続
け
た
と
い
う
点
で
、
椎
名
も
ま
た
「
日
本
人
」
だ
っ
た
。 
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「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
マ
シ
ン
で
な
け
れ
ば
ダ

メ
だ
」 

 
と
小
沼
が
回
答
し
た
の
は
、
た
だ
の
苦
し
紛
れ
で
は
な
か
っ
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
六
六
年
一
月
に
追
加
し
た
最
上
位
機
「
シ
ス
テ
ム
／

３
６
０
モ
デ
ル
７
５
」
で
、
の
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
ー
「
Ｓ
Ｎ
Ａ
」
の
ベ
ー
ス
と
な
る
技
術
を
提
供
し
始
め
て
い
た
。 

 

一
つ
の
筐
体
に
二
つ
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
・
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
込
み
、

バ
ッ
チ
処
理
と
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
を
同
時
に
行
う
と
と
も
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
た
複
数
の
端
末
で
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る
方
式
で

あ
る
。 

 

「
当
時
、
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
言
葉
が
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
の
概

念
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
従
来
の
事
務
計
算
を
中
心
と

し
た
バ
ッ
チ
処
理
型
の
Ｅ
Ｄ
Ｐ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
を
融
合
し
た

シ
ス
テ
ム
で
す
ね
。
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
化
の
概
念
と
い
う
か
、
シ

ス
テ
ム
設
計
の
考
え
方
で
も
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
国
産
メ
ー
カ
ー
を
一
歩

も
二
歩
も
リ
ー
ド
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」 

 

Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
言
葉
は
、
実
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
で
は
な

く
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
安
藤
馨
が
創
作
し
た
も
の
だ
っ
た
。「
パ
ン
チ

カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
」（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）
と
い
い
「
シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
」（
Ｓ
Ｅ
）
と
い
い
、
安
藤
は
Ｉ
Ｔ
の
概
念
を
日
本
人
に
な
じ

み
や
す
い
言
葉
に
置
き
換
え
る
名
手
で
も
あ
っ
た
。 

 

と
く
に
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
２
７
０
」
と
呼
ば
れ
た
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
型
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
匹
敵
す
る
技
術
が
、
国
産
メ
ー
カ
ー
に

は
な
か
っ
た
。
富
士
通
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
を
確
立
し
、
国
産
大

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
代
表
し
た
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
６
０
で
さ
え
、

タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
は
十
分
な
性
能
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
。  

 

一
九
六
〇
年
代
後
半
、
国
産
機
は
よ
う
や
く
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
を
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
た
か
に
見
え
た
。
出
荷
金
額
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
性

能
に
お
い
て
も
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
と
き
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
次
の
時
代
に

向
け
た
技
術
―
―
今
度
こ
そ
日
本
の
メ
ー
カ
ー
を
ひ
ね
り
つ
ぶ
す
方

策
―
―
に
め
ど
を
つ
け
て
い
た
の
だ
。 
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『
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
白
書
』 

一
九
八
七
年
に
発
足
し
た
財
団
法
人
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
振
興
セ
ン
タ
ー
が
編

集
・
発
行
し
て
い
る
。
初
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス

や
Ｔ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
市
場
動
向
、
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
の
調
査
が
中
心
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
、
情
報
保
護
対
策
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
（
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ブ
ル
・
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
）
な
ど
を
含
む
総
合
的
な
情
報
活

用
技
術
に
関
す
る
白
書
と
な
っ
た
。 

『
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
白
書
』 

社
団
法
人
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
編
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
エ
ー
ジ
社
刊
行
で
一
九
八
五
年
か
ら
毎
年
発
行
さ
れ
て
い

る
。
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
・
販
売
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
業
務
別
の
動
向
や
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
経
営
課
題
、

今
後
の
あ
り
方
な
ど
を
ま
と
め
て
い
る
。 

 

初
期
は
会
員
企
業
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
が
テ
ー
マ
を
検
討
し
、
編
集
と
執

筆
に
当
た
っ
た
が
、
の
ち
総
研
系
の
調
査
会
社
に
調
査
・
執
筆
・
編
集
を
委

託
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
部
か
ら
「
現
実
か
ら
遊
離
し
た
机
上
の
空
論
」
と

い
う
批
判
が
あ
っ
た
。 

水
野
成
夫 

み
ず
の
・
し
げ
お
／
１
８
９
９
〜
１
９
７
２
。
一
九
二
五
年
日

本
共
産
党
に
入
り
二
七
年
日
本
共
産
党
代
表
と
し
て
中
国
で
武
漢
国
民
政
府

の
樹
立
に
参
画
し
た
。
二
八
年
『
赤
旗
』
編
集
長
と
な
っ
た
が
、
三
・
一
五

事
件
で
検
挙
さ
れ
、
獄
中
で
転
向
を
表
明
し
た
。
一
九
四
〇
年
南
喜
一
（
み

な
み
・
き
い
ち
／
１
８
９
３
〜
１
９
７
０
）
ら
と
と
も
に
大
日
本
再
生
紙
を

設
立
し
た
。
一
九
四
五
年
第
日
本
再
生
紙
が
国
策
パ
ル
プ
と
合
併
し
た
の
に

伴
い
同
社
常
務
、
四
六
年
経
済
同
友
会
幹
事
を
兼
ね
、
四
八
年
国
策
パ
ル
プ

専
務
、
五
一
年
社
長
と
な
っ
た
。
五
六
年
文
化
放
送
社
長
、
五
八
年
フ
ジ
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
社
長
、
五
八
年
産
経
新
聞
社
社
長
と
な
っ
た
。 

企
画
院
事
件 

日
米
開
戦
を
前
に
し
た
一
九
四
一
年
四
月
、
治
安
当
局
が
企

画
院
調
査
官
の
正
木
千
冬
、
佐
多
忠
隆
、
稲
葉
秀
三
、
農
林
省
調
査
官
の
和

田
博
雄
、
大
政
翼
賛
会
組
織
局
の
勝
間
田
清
一
、
和
田
耕
作
ら
を
危
険
思
想

の
活
動
家
と
し
て
逮
捕
・
拘
留
し
た
。
彼
ら
は
自
由
主
義
者
な
い
し
平
和
主

義
者
だ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
挙
国
一
致
・
国 

家
総
動
員
体
制
で
戦
争
に

突
き
進
ん
で
い
た
軍
部
や
警
察
か
ら
見
る
と 

危
険
思
想
の
吹
聴
者
に
見
え

た
。 

 

「
企
画
院
は
ア
カ
（
共
産
主
義
者
）
の
巣
窟
」
と
い
う
疑
い
で
事
前
に
調

査
が
行
わ
れ
、
正
木
、
稲
葉
の
両
名
が
中
心
と
な
っ
て
「
官
庁
人
民
戦
線
」

と
い
う
秘
密
結
社
を
組
織
し
て
い
る
と
い
う
で
っ
ち
上
げ
を
も
と
に
治
安
維

持
法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
し
た
。終
戦
と
と
も
に
各
人
は
復
職
が
許
さ
れ
た
。

経
済
安
定
本
部
を
経
て
産
経
新
聞
社
社
長
と
な
っ
た
稲
葉
秀
三
は
、
中
央
官

庁
の
役
人
が
事
な
か
れ
主
義
の
頑
迷
さ
や
高
圧
的
・
慇
懃
無
礼
な
振
る
舞
い

を
見
せ
る
と
し
ば
し
ば
怒
っ
た
。「
刑
務
所
に
入
っ
た
こ
と
も
な
い
青
二
才
に

何
が
分
か
る
か
」
と
罵
倒
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

国
鉄
ス
ワ
ロ
ー
ズ 

国
鉄
が
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
プ
ロ
野
球
球
団
で
一
九
五
〇

年
に
発
足
し
た
。
チ
ー
ム
の
愛
称
「
ス
ワ
ロ
ー
ズ
」
は
、
球
団
発
足
当
時
、

東
京
―
大
阪
間
の
八
時
間
で
つ
な
い
で
い
た
特
急
「
つ
ば
め
」（
電
気
機
関
車

型
特
急
「
こ
だ
ま
」
が
登
場
す
る
ま
で
最
速
だ
っ
た
）
に
由
来
し
て
い
る
。

箱
田
弘
志
、
宇
野
光
雄
、
杉
浦
清
、
金
田
正
一
ら
を
擁
し
人
気
を
集
め
た
。

寺
田
ヒ
ロ
オ
の
漫
画
『
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
金
太
郎
』
で
金
田
正
一
と
金
太
郎
が

対
決
す
る
シ
ー
ン
が
少
年
の
野
球
熱
を
あ
お
っ
た
。 

 

六
五
年
、累
積
赤
字
を
背
負
っ
た
国
鉄
は
経
営
権
を
産
経
新
聞
社
に
譲
り
、
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チ
ー
ム
名
は
「
サ
ン
ケ
イ
・
ス
ワ
ロ
ー
ズ
」、
六
六
年
「
サ
ン
ケ
イ
・
ア
ト
ム

ズ
」
と
な
り
、
六
九
年
に
今
度
は
ヤ
ク
ル
ト
が
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
「
ヤ
ク

ル
ト
・
ア
ト
ム
ズ
」、七
四
年
か
ら「
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ー
ロ
ー
ズ
」と
な
っ
た
。 
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